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主 な 内 容

　琴のしらべと共に星空を楽しみま
しょう。
日時　3月14日㈰　午後1時30分～ 2時
50分　
場所　プラネタリウム館ドーム
演奏者　赤木静香さんほか
対象　一般　86人（申し込み順）
観覧料　前売り券600円・当日券700円
■申・■問　プラネタリウム館☎（492）
1125へ
※電話予約も行っています。

　

白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。
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市
で
は
被
爆
か
ら
10
年
後
に
白
血
病
を
発
症
し
た
少
女
、
佐
々
木
禎
子
さ
ん
と
折
り
鶴
に
つ

い
て
の
ポ
ス
タ
ー
展
を
開
催
し
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー
展
と
同
時
に
皆
さ
ん
か
ら
平
和
へ
の
願
い
を

込
め
た
折
り
鶴
を
集
め
、
広
島
市
の
平
和
記
念
公
園
へ
送
り
ま
す
。

佐
々
木
禎
子
さ
ん
と
折

り
鶴

　

佐
々
木
禎
子
さ
ん
は
広
島
で
生
ま

れ
、
2
歳
で
被
爆
し
、
わ
ず
か
12
歳

で
短
い
一
生
を
終
え
た
少
女
で
す
。

闘
病
中
に
名
古
屋
の
高
校
生
か
ら
お

見
舞
い
の
千
羽
鶴
を
贈
ら
れ
た
こ
と

で
折
り
鶴
を
作
り
始
め
、
亡
く
な
る

直
前
ま
で
「
元
気
に
な
り
た
い
」
と

い
う
願
い
を
込
め
な
が
ら
病
院
で
鶴

を
折
り
続
け
ま
し
た
。

　

禎
子
さ
ん
の
死
後
、
そ
の
死
を
悼

む
人
た
ち
が
広
島
平
和
記
念
公
園
内

に
像
を
作
る
た
め
の
募
金
運
動
を
始

め
、
そ
の
お
金
で
像
が
建
て
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
像
は
両
手
に
持
っ
た
折

り
鶴
を
天
に
掲
げ
た
少
女
の
像
で

「
原
爆
の
子
の
像
」
と
呼
ば
れ
、
今

で
も
各
地
か
ら
平
和
へ
の
祈
り
を
込

め
た
折
り
鶴
や
手
紙
が
送
ら
れ
て
い

ま
す
。

み
ん
な
で
鶴
を
折
ろ
う

　

佐
々
木
禎
子
さ
ん
の
12
年
と
い
う

短
い
生
涯
や
そ
の
後
「
原
爆
の
子
の

像
」
が
で
き
る
ま
で
を
説
明
し
た
ポ

ス
タ
ー
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、
平

和
へ
の
願
い
を
込
め
た
千
羽
鶴
を
一

緒
に
作
り
、
平
和
記
念
公
園
へ
送
り

ま
す
。

【
ポ
ス
タ
ー
展
】

日
時　

3
月
1
日
㈪
〜
15
日
㈪　

午

前
9
時
〜
午
後
5
時
（
11
日
㈭
は
午

後
8
時
ま
で
）

※
土
・
日
曜
日
は
原
則
行
い
ま
せ
ん

が
、
14
日
㈰
は
午
前
9
時
か
ら
正
午

ま
で
行
い
ま
す
。

場
所　

市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

【
折
り
鶴
募
集
】

　

折
り
鶴
は
2
月
15
日
㈪
か
ら
3
月

15
日
㈪
ま
で
、
各
投
か
ん
箱
（
市
役

所
、
各
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）
で

受
け
付
け
ま
す
。
期
間
中
は
平
和
の

像
に
飾
り
、
そ
の
後
は
広
島
平
和
記

念
公
園
へ
送
付
し
ま
す
。

　

折
り
紙
は
自
身
で
ご
用
意
い
た
だ

く
か
、
各
投
か
ん
箱
の
設
置
場
所
に

あ
る
折
り
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
折
り
紙
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
。

　
　

企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
4
・
5

〜
サ
ダ
コ
と
折
り
鶴
ポ
ス
タ
ー
展
〜

任 期 付 職 員
（ 保 健 師 ） 募 集

　市では成人保健事業・母子保健
事業での保健指導や健診業務など
の事務を行う任期付職員（保健師）
を募集します。
任期　職員の育児休業取得状況に
より決定
勤務場所　保健福祉センター
対象　保健師資格を有し（または
採用時までに資格の取得が見込まれ）、普通自動車免許を有する昭和39年
4月2日以降に生まれた人　2人
職務内容　成人保健事業・母子保健事業での保健指導、健診業務及びそ
れらに関連する事務
【任期付職員とは】
　給料・各種手当および勤務時間などが正規職員と同様で、採用期間を
定めた職員です。
■申・■問　所定の申込書（総務課、市ホームページにあります）に必要事
項を記入の上履歴書、保健師資格証（写し）を添えて郵送か直接総務課
人事班　内線3314・5へ

赤木静香さん

平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

標
語
作
品
展

星空ライブコンサート

　

き
れ
い
な
選
挙
の
推
進
と
棄
権
防
止
の

呼
び
掛
け
を
行
う
た
め
、
市
内
小
・
中
学

校
の
児
童
生
徒
が
作
成
し
た
明
る
い
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー
と
「
捨
て
な
い
で　

未
来

を
変
え
る　

そ
の
一
票
」
な
ど
の
標
語
の

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

期
間　

20
日
㈯
か
ら
28
日
㈰
ま
で

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
1
階
ロ
ビ
ー

問　

選
挙
管
理
委
員
会　

内
線
3
3
1
2

  

・
3

問

折
り
紙
を
用
意
し
ま
し
ょ
う

 平和への願いを込めた折り鶴

平
和
へ
の
思
い
を
込
め
て
鶴
を
折
り

ま
し
ょ
う

出
来
上
が
っ
た
折
り
鶴
は
投
か
ん
箱

に
投
か
ん
し
ま
し
ょ
う

投
か
ん
さ
れ
た
折
り
鶴
は
ポ
ス
タ
ー

展
の
期
間
中
、
市
役
所
1
階
に
あ
る

平
和
の
像
に
飾
ら
れ
ま
す

折り鶴が平和記念
公園に届くまで

　折り鶴はポスター展終
了後に市で広島市の平和
記念公園に送ります。

 明るい選挙啓発ポスター

（市内小学生の作品）



お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

〜
消
防
出
初
め
式
表
彰
〜

消
防
活
動
へ
の
尽
力
者
を
表
彰

　

新
春
恒
例
の
消
防
出
初
め
式
を
１
月
10
日
に
清
水
口
小
学
校
で
行
い
ま
し
た
。
式
に
は
消
防

職
員
・
団
員
3
5
0
人
が
参
加
し
、
服
装
・
機
械
器
具
の
点
検
や
、
分
列
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

式
の
中
で
消
防
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
消
防
職
員
・
団
員
に
表
彰
状
を
、
市
消
防
団
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
市
消
防
団
本
部
前
役
員
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
表
彰
な
ど
を
受
け
た
皆
さ
ん

は
次
の
と
お
り
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

千
葉
県
知
事
表
彰

功
労
章

柴
﨑
克
弘
（
本
部
分
団
長
）

藤
咲
克
己
（
第
三
分
団
折
立
部
）

精
勤
章

豐
島
博
幸
（
本
部
副
分
団
長
）

瀬
雅
一
（
第
三
分
団
今
井
部
）

増
田
徳
裕
（
第
三
分
団
今
井
部
）　

久
保
木
伸
一
（
西
白
井
消
防
署
消
防

司
令
補
）

千
葉
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
労
章

大
塚
浩
（
第
三
分
団
河
原
子
部
）

精
勤
章

風
間
一
郎
（
本
部
副
分
団
長
）

武
藤
潔
（
第
二
分
団
復
〔
二
〕
部
）

山
﨑
昌
志
（
第
三
分
団
河
原
子
部
）

千
葉
県
防
災
対
策
監
表
彰

山
﨑
和
則
（
第
一
分
団
副
分
団
長
）

林
利
行
（
第
三
分
団
副
分
団
長
）　

米
井
孝
次
（
第
一
分
団
清
戸
部
）　

宇
賀
祐
人
（
第
二
分
団
白
井
木
戸
部
）

今
井
正
和
（
第
三
分
団
今
井
部
）　

岩
井
浩
（
白
井
消
防
署
消
防
司
令
補
）

海
老
原
信
志
（
白
井
消
防
署
消
防
司

令
補
）

千
葉
県
消
防
協
会
印
旛

支
部
長
表
彰

功
労
章

岡
田
啓
介
（
第
三
分
団
分
団
長
）　

宇
賀
健
司
（
第
二
分
団
七
次
部
）　

山
﨑
義
之
（
第
三
分
団
折
立
部
）　

勤
続
章

谷
嶋
薫
（
本
部
副
分
団
長
）　　

鈴
木
昭
彦
（
第
二
分
団
副
分
団
長
）

押
田
知
之
（
第
二
分
団
復
〔
二
〕
部
）

山
﨑
正
男
（
第
三
分
団
中
部
）　　

精
勤
章

鈴
木
照
実
（
第
一
分
団
副
分
団
長
）

押
田
真
秀
（
第
二
分
団
副
分
団
長
）

小
松
憲
明
（
第
三
分
団
副
分
団
長
）

海
老
原
正
人
（
第
三
分
団
副
分
団
長
）

井
上
志
郎
（
第
一
分
団
白
井
部
）　

山
﨑
貴
文
（
第
二
分
団
復
〔
二
〕
部
）

長
谷
川
則
夫
（
第
二
分
団
冨
士
部
）

鈴
木
昇
（
第
三
分
団
今
井
部
）　　

大
塚
進
（
第
三
分
団
河
原
子
部
）　

冨
澤
透
（
第
三
分
団
平
塚
西
部
）　

白
井
市
長
表
彰

木
下
和
久
（
第
一
分
団
神
々
廻
部
）

秋
本
孝
一
（
第
一
分
団
白
井
部
）　

大
菅
義
弘
（
第
一
分
団
復
〔
一
〕
部
）

石
井
秀
明
（
第
一
分
団
十
余
一
部
）

柳
枝
茂
（
第
一
分
団
清
戸
部
）　　

古
山
拓
弥
（
第
一
分
団
谷
田
部
）　

押
田
将
明
（
第
二
分
団
復
〔
二
〕
部
）

鈴
木
浩
之
（
第
二
分
団
冨
士
部
）　

夏
刈
雅
彦
（
第
二
分
団
白
井
木
戸
部
）

桑
島
正
浩
（
第
二
分
団
七
次
部
）　

大
久
保
則
雄
（
第
二
分
団
中
木
戸
部
）

中
村
秀
樹
（
第
二
分
団
木
部
）　　

諸
澄
敏
春
（
第
三
分
団
富
塚
部
）　

軽
自
動
車
検
査
協
会
千

葉
事
務
所
習
志
野
支
所

新
設

　

軽
自
動
車
検
査
協
会
千
葉
事
務
所

は
新
た
に
習
志
野
支
所 

を
設
置
し

ま
す
。
管
轄
区
域
の
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

開
所
日　

22
日
㈪

場
所　

船
橋
市
習
志
野
台
8
―
56
―

1
（
習
志
野
自
動
車
検
査
登
録
事
務

所
隣
り
）

管
轄
区
域　

白
井
市
・
市
川
市
・
印

西
市
・
浦
安
市
・
鎌
ケ
谷
市
・
習
志

野
市
・
船
橋
市
・
八
千
代
市
・
栄
町
・

印
旛
村
・
本
埜
村

検
査
予
約
専
用
番
号
☎
0
5
0
（
3

1
0
1
）
9
1
4
2

問　

軽
自
動
車
検
査
協
会
千
葉
事
務

所
習
志
野
支
所
☎
（
4
6
1
）
6
6

0
0
・
℻  

0
4
3
（
2
4
6
）
0
6

9
6
、
市
課
税
課
市
民
税
班　

内
線

3
1
3
3

　消防団は「自分たちのまちは自分
たちで守る」という郷土愛護の精神
のもと、地域防災の要として災害か
ら人命・財産を守り続けてきた、歴
史ある有償ボランティア団体です。
　火災・地震・台風などの災害が発
生した場合に、消防署と協力し迅速
な消火・救出活動を行い、また地域
での火災予防活動やそのための教育・
訓練などを行っています。
　身分は非常勤特別職の公務員に該当し、火災などで出動した場合
には手当が支給され、5年以上勤務し退団した場合には退職報償金が
支給されます。　
対象　市内在住・在勤か近隣に居住している18歳以上
■問　交通防災課交通防災班　内線3323

山
田
和
広
（
第
三
分
団
中
部
）　　

秋
谷
隆
（
第
三
分
団
名
内
部
）　　

伊
澤
溶
造
（
第
三
分
団
小
名
内
部
）

福
田
健
夫
（
第
三
分
団
平
塚
東
部
）

山
澤
純
一
（
第
三
分
団
平
塚
西
部
）

白
井
市
長
・
白
井
市
消

防
団
長
表
彰

第
二
分
団
木
部

※
第
29
回
千
葉
県
消
防
協
会
印
旛
支

部
消
防
操
法
大
会
出
場
（
小
型
ポ
ン

プ
の
部
）

白
井
市
長
・
白
井
市
消

防
団
長
感
謝
状
贈
呈
者

長
堀
一
夫
（
前
副
団
長
）

小
熊
和
彦
（
前
本
部
分
団
長
）　　

中
村
啓
二
（
前
第
二
分
団
分
団
長
）

冨
澤
寿
雄
（
前
本
部
副
分
団
長
）　

川
上
義
夫
（
前
本
部
副
分
団
長
）　

谷
嶋
和
彦
（
前
第
一
分
団
副
分
団
長
）

問　

交
通
防
災
課
交
通
防
災
班　

内

線
3
3
2
3　

　市では地域防災を担う要として、
消防団の活動の活性化を推進し、団
員確保に努めています。消防団の
イメージアップを図るため、ふる
さと消防団活性化助成事業（宝く
じ助成）を活用して、アポロキャッ
プを400個購入しました。
　この助成事業は宝くじの収益を
財源として宝くじの普及、広報を目
的に㈶自治総合センターが行って
いるものです。
■問　交通防災課交通防災班　内線
3323

消防団員募集

アポロキャップデザイン一新
～ふるさと消防団活性化助成事業～

操法を披露する消防団員（印旛郡市操法大会）

訓練に励む消防団員

アポロキャップを被り整列する消防団員

2010.2.15 2

京葉
銀行
京葉
銀行

駐輪場整備工事期間（予定）
駅名 番号 期間

白井駅

1 ～ 3月24日
2 4月5日～ 27日
3 2月25日～ 3月28日
4 ～ 2月19日

西白井駅

5 完了

6
～ 3月9日（第1期）
3月13日～ 4月9日（第2期）
4月13日～ 5月16日（第3期）

7 5月20日～ 7月4日

白
井
駅
・
西
白
井
駅
駐

輪
場
整
備
工
事

　

市
は
白
井
駅
・
西
白
井
駅
の
駐
輪

場
整
備
工
事
に
着
工
し
て
い
ま
す
。

各
駐
輪
場
の
工
事
期
間
は
下
表
の
と

お
り
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
進
捗
状

況
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
当
該
駐
輪

場
の
立
て
看
板
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
不
便
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
工
事
期
間
中
は
ほ
か

の
駐
輪
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

各
駅
圏
の
工
事
終
了
後
は
一
定
台

数
を
高
低
ラ
ッ
ク
式
で
駐
輪
で
き
る

有
料
の
駐
輪
場
と
し
、
利
用
の
申
し

込
み
を
受
け
付
け
る
予
定
で
す
。

　

詳
細
は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
放
置
自
転
車
禁
止
区
域
へ
の
駐
輪

は
、
歩
行
者
な
ど
の
安
全
を
妨
げ
、

事
故
の
要
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
絶

対
に
お
や
め
く
だ
さ
い
。

問　

交
通
防
災
課
交
通
防
災
班　

内

線
3
3
2
1



Q　

ネ
ッ
ト
で
見
つ
け
た
結
婚
相
手

紹
介
業
者
に
30
万
円
を
支
払
っ
て
2

年
契
約
で
会
員
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

希
望
に
沿
っ
た
相
手
の
紹
介
が
な
く
、

一
度
も
交
際
の
申
し
込
み
は
し
な
い

で
半
年
後
に
解
約
を
申
し
出
た
。
と

こ
ろ
が
経
費
が
掛
か
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
返
金
は
無
い
と
言
わ
れ
た
。

納
得
が
い
か
な
い
。　

　
　
　
　
　
　

       

（
30
代
・
男
性
）

A　
「
思
っ
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
な
い
」「
中
途
解
約
し
よ
う

と
し
た
ら
、
高
額
な
解
約
料
を
請
求

さ
れ
た
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く

あ
り
、
結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ
ス
業

は
2
0
0
4
年
1
月
1
日
よ
り
特
定

商
取
引
法
で
中
途
解
約
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
解
約
手
数
料
な
ど
が
決

め
ら
れ
ま
し
た
。
店
舗
に
出
向
い
て

契
約
し
た
場
合
も
8
日
間
の
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
後
も
ト
ラ
ブ
ル
が
続
い
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
2
0
0
8
年

7
月
に
経
済
産
業
省
の
提
言
に
よ
り
、

「
結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ
ス
業
認
証

制
度
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が

公
表
さ
れ
、
第
三
者
認
証
機
関
が
自

主
的
な
認
証
制
度
（
マ
ル
適
マ
ー
ク
）

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
結
婚
相

手
紹
介
業
者
を
選
ぶ
場
合
は
「
マ
ル

適
マ
ー
ク
」
を
参
考
に
す
る
の
も
1

つ
の
方
法
で
す
。

　

事
例
の
場
合
、
規
定
の
精
算
方
法

で
精
算
す
る
よ
う
に
、
業
者
と
話
し

合
い
ま
し
ょ
う
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は

契
約
を
す
る
前
に
取
り
引
き
の
概
要

書
面
で
、
契
約
時
に
は
契
約
書
面
で
、

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
期
間
、
料
金

（
総
額
だ
け
で
な
く
詳
細
な
料
金
設

定
も
）、
中
途
解
約
時
の
精
算
方
法

な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
契

約
の
と
き
に
個
人
情
報
を
提
供
す
る

た
め
、
個
人
情
報
の
開
示
範
囲
や
取

り
扱
い
方
法
な
ど
も
併
せ
て
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

【
第
三
者
認
証
機
関
】　

N
P
O
法

人
日
本
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
協
会
☎
0
3
（
5
2
2
4
）
3

7
7
6

問　

消
費
生
活
相
談
室　

内
線
3
2

9
4
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日　

午

前
10
時
〜
午
後
4
時　

市
役
所
2
階

相
談
室
）

婚

活

ト

ラ

ブ

ル

127

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

船
橋
市
北
部
清
掃
工
場
建

替
事
業
環
境
影
響
評
価
準

備
書
の
縦
覧
と
説
明
会

　

船
橋
市
で
は
老
朽
化
が
進
む
北
部

清
掃
工
場
（
大
神
保
町
）
の
建
て
替

え
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

千
葉
県
環
境
影
響
評
価
条
例
に
基

づ
き
、
建
て
替
え
事
業
に
よ
る
環
境

へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
調
査
・
予
測
・

評
価
の
結
果
を
記
載
し
た
「
環
境
影

響
評
価
準
備
書
」
の
縦
覧
を
行
い
ま

す
。
こ
の
準
備
書
に
意
見
の
あ
る
人

は
、
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

縦
覧
に
併
せ
て
「
環
境
影
響
評
価

準
備
書
」
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

【
環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
縦
覧
】

日
時　

2
月
16
日
㈫
〜
3
月
17
日
㈬

（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

場
所　

白
井
市
環
境
課
、
船
橋
市
北

部
清
掃
工
場
、
千
葉
県
環
境
政
策
課

申
・
問　

4
月
1
日
㈭
（
必
着
）
ま

で
に
任
意
の
様
式
に
住
所
・
氏
名
・

環
境
影
響
評
価
準
備
書
名
・
意
見
を

記
入
の
上
、
郵
送
か
直
接
〒
2
6
0

―
8
6
6
7
、千
葉
市
中
央
区
市
場

町
1
番
1
号　

千
葉
県
環
境
政
策
課

へ【
環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
説
明
会
】

日
時　

3
月
7
日
㈰　

午
後
2
時
〜

場
所　

船
橋
市
北
部
公
民
館

問　

千
葉
県
環
境
政
策
課
☎
0
4
3

（
2
2
3
）
4
6
6
5
、
船
橋
市
ク

リ
ー
ン
推
進
課
ご
み
ゼ
ロ
計
画
室
☎

（
4
3
6
）
2
4
3
8

　

国
保
（
国
民
健
康
保
険
）
は
国
民

皆
保
険
制
度
を
支
え
る
保
険
主
体
で
、

自
営
業
な
ど
の
人
に
加
え
、
ほ
か
の

医
療
保
険
（
健
保
組
合
、
協
会
健
保

な
ど
）
に
加
入
し
て
い
る
人
も
、
定

年
な
ど
に
よ
る
退
職
に
伴
い
、
国
保

へ
切
り
替
わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

国
保
の
運
営
は
近
年
の
医
療
の
高

度
化
、
被
保
険
者
の
高
齢
化
な
ど
に

よ
る
保
険
給
付
費
（
医
療
費
）
の
増

加
で
大
変
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
国
保
の
現
状
と
今

後
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
危
機
的
な
国
保
特
別
会
計
】

　

国
保
特
別
会
計
は
予
算
規
模
が
拡

大
し
、
歳
出
（
保
険
給
付
費
な
ど
の

支
払
い
）
に
歳
入
（
税
収
な
ど
）
が

追
い
付
か
ず
、
実
質
赤
字
財
政
に

陥
っ
て
い
ま
す
（
表
1
）。

　

被
保
険
者
の
窓
口
負
担
以
外
の
部

分
や
高
額
療
養
費
な
ど
保
険
給
付
費

の
保
険
費
用
は
、
市
の
一
般
会
計
と

は
別
に
、
国
保
税
や
国
・
県
か
ら
の

交
付
金
な
ど
を
財
源
と
し
て
、
医
療

機
関
に
国
保
会
計
か
ら
支
払
う
独
立

採
算
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

市
は
保
険
給
付
費
な
ど
の
保
険
費

用
と
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
財
源
の
均

衡
を
保
つ
よ
う
保
険
制
度
を
運
営
し

て
い
ま
す
が
、
近
年
の
保
険
給
付
費

の
増
加
に
よ
り
、
特
別
会
計
の
財
源

だ
け
で
は
収
支
の
均
衡
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
平
成
17
年
度
以
降
、

本
来
の
財
源
に
加
え
、
国
保
の
財
政

調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
金
（
貯
金
の

取
り
崩
し
）
や
一
般
会
計
法
定
の
繰

入
金
以
外
の
繰
入
金
に
よ
り
毎
年
度

賄
っ
て
お
り
、
こ
の
額
は
平
成
20
年

度
に
は
1
億
4
、
0
0
0
万
円
に
達

し
て
い
ま
す
。（
表
2
）

　

一
般
会
計
の
財
源
が
切
迫
し
て
い

る
こ
と
、
平
成
21
年
度
以
降
に
お
い

て
も
医
療
費
の
増
加
傾
向
が
続
く
見

込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
状
の
ま

ま
で
は
市
の
国
保
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
が
困
難
な
財
政
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

【
支
え
合
い
で
成
り
立
つ
国
保
】

　

例
え
ば
小
学
生
か
ら
70
歳
ま
で
の

市
国
保
加
入
者
が
、
医
療
機
関
で

受
診
す
る
際
に
窓
口
で
支
払
う
医
療

費
負
担
が
3
割
で
済
む
の
は
、
残
り

の
7
割
を
国
・
県
か
ら
の
交
付
金
と
、

す
べ
て
の
国
保
加
入
者
が
負
担
し
て

い
る
国
保
税
で
賄
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。
こ
れ
が
相
互
扶
助
の
仕
組
み
の

根
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

病
気
や
け
が
で
い
つ
病
院
な
ど
に

受
診
す
る
か
は
、
全
く
予
測
が
で
き

切

迫

す

る

国

保

財

政

〜
国
民
健
康
保
険
の
現
状
〜

ま
せ
ん
。
受
診
す
る
こ
と
に
な
っ
た

場
合
、
そ
の
医
療
費
が
高
額
と
な
る

こ
と
が
往
々
に
し
て
あ
り
ま
す
。
こ

の
相
互
扶
助
の
仕
組
み
が
成
り
立
た

な
く
な
る
と
、
医
療
費
は
全
額
自

己
負
担
（
10
割
）
に
な
っ
て
し
ま
い
、

例
え
ば
3
割
負
担
で
3
、0
0
0
円

で
済
ん
で
い
た
窓
口
負
担
は
、
1
万

円
の
負
担
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
回
避
し
、
保

険
の
仕
組
み
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、

医
療
費
に
見
合
う
国
保
税
の
税
収
を

確
保
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

【
急
増
す
る
保
険
給
付
費
】

　

税
収
確
保
の
必
要
性
を
生
じ
さ
せ

て
い
る
主
な
原
因
が
、
保
険
給
付
費

の
急
増
で
す
。

　

保
険
給
付
費
の
伸
び
は
、
平
均
で

約
8
㌫
で
あ
り
、
平
成
20
年
度
は
19

年
度
に
比
べ
、
約
11
㌫
の
伸
び
で
し

た
（
表
3
）。
こ
れ
は
一
人
当
た
り

の
医
療
費
と
被
保
険
者
数
の
増
加
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

一
人
当
た
り
の
医
療
費
（
年
額
）

は
、
平
成
20
年
度
で
約
25
万
円
で
、

平
成
16
年
度
か
ら
20
年
度
ま
で
の
4

年
間
で
約
5
万
円
の
増
加
（
増
加
率

26
・
5
㌫
）、
特
に
平
成
19
年
度
か

ら
20
年
度
の
1
年
間
で
は
約
2
万
円

増
加
（
増
加
率
10
・
8
㌫
）
し
ま
し
た
。

　

被
保
険
者
数
は
平
成
20
年
度
で
約

1
6
、0
0
0
人
お
り
、
平
成
16
年

度
（
旧
老
人
保
健
制
度
加
入
者
を
除

く
）
か
ら
平
成
20
年
度
ま
で
の
4
年

間
で
約
1
、0
0
0
人
増
加
し
ま
し

た
。

【
国
保
税
率
改
正
で
収
支
バ
ラ
ン
ス

を
是
正
】

　

市
で
は
税
率
を
含
め
た
見
直
し
、

徴
収
率
の
確
保
や
向
上
を
目
指
し
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
出
し
に
頼
ら

な
い
健
全
な
取
り
組
み
な
ど
の
内
容

を
盛
り
込
ん
だ
、
第
4
次
緊
急
財
政

健
全
化
計
画
を
平
成
21
年
10
月
に
策

定
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
国
保
財
政
を
維
持
す
る
た

め
、
国
保
税
の
徴
収
に
一
層
の
努
力

を
払
い
、
歳
入
確
保
や
歳
出
削
減
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
不
均
衡
な
収

支
バ
ラ
ン
ス
を
抜
本
的
に
是
正
す
る

た
め
、
国
保
税
の
税
率
改
正
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

統
計
資
料
な
ど
の
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

国
保
年
金
課
保
険
年
金
班　

内

線
3
1
7
5

　市印旛沼流域関連公共
下水道事業計画の変更
（案）の縦覧を行います。
縦覧期間　2月15日㈪～ 3
月1日㈪　午前9時～午後
5時（土・日曜日を除く）
縦覧場所　市上下水道課
変更概要　七次中継ポン
プ場の地震対策の位置付
け
■問　上下水道課計画建設
班　内線3452

公共下水道事業
計画変更の縦覧

【表1】　国保会計決算額の推移（単位：百万円）

【表2】　繰入金（法定分を除く）の推移（単位：百万円）

【表3】　保険給付費の推移（単位：百万円）

※歳入額は「法定外繰入」「基金繰入」を除きます。
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　白井高校開放講座「刻字教
室」の修了者を中心に活動し
ている白井刻字サークルが
「刻字教室」を開催します。
　今年は主に陽刻（凸刻り・
朱文）を主としますが、希望
により陰刻（凹刻り・白文）
も挑戦できます。
日時　下記のとおり（全5回）
場所　白井市立南山小学校
講師　松岡博（白駒）さん（前白井高校教諭）
対象　20人
参加費　3,000円（教材費）
■申　3月7日㈰（当日消印）までに、はがきに住所・氏名（ふりがな）・
電話番号・刻字教室希望と記入の上、生涯学習課社会教育班へ
■問　白井刻字サークル　堀☎（491）3382

刻 字 教 室

刻字教室日程表
日程 時間 内容

3月27日㈯

午後1時
～

3時30分

開講式・「刻字」の説明
手本書き　文字決め「籠字」とり

4月3日㈯ 実習　板に糊つけ、すてノミ
4月10日㈯ 実習　本ノミ、はつり、落款印、着色
4月17日㈯ 実習　金箔はり

4月24日㈯
実習　仕上げ 
閉講式

社
会
保
険
大
学
校
運
動

施
設
開
放

日
時　

6
日
㈯
・
7
日
㈰
・
20
日
㈯
・

21
日
㈰
・
27
日
㈯
・
28
日
㈰　

午
前

9
時
〜
午
後
5
時

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
申
し
込
み
順
）

※
未
成
年
者
は
必
ず
成
人
の
同
伴
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

利
用
料
金　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
5
6
0

円
、
体
育
館
1
、
4
2
0
円
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
2
、
6
0
0
円
（
2
時
間
単

位
）

申
・
問　

2
月
25
日
㈭
ま
で
に
申
請

書
（
生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
生
涯
学
習

課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班　

内
線
3
4
3

6
へ

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
利
用
者

の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

富
塚
鳥
見
神
社
本
殿

　

鳥
見
神
社
は
饒に
ぎ
は
や
ひ
の
み
こ
と

速
日
命
外
を
祭

神
と
し
、
白
井
市
か
ら
印
西
市
周

辺
に
集
中
し
て
所
在
す
る
こ
の
地

域
特
有
の
神
社
で
す
。
創
建
年
代

は
不
祥
な
も
の
が
多
く
、
そ
の
由

緒
も
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
一
説
に

は
「
鳥
見
」
の
名
称
は
古
代
か
ら

の
地
域
名
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
和
銅
6
年

（
7
1
3
年
）
編
の
『
常
陸
国
風

土
記
』
に
よ
る
と
、
景
行
天
皇
が

下
総
国
印
波
鳥
見
丘
（
印
西
市
北

部
周
辺
）
か
ら
香か
す
み
ご
う

澄
郷
（
茨
城
県

潮
来
市
）
を
見
た
、
と
い
う
伝
承

が
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

白
井
市
内
に
所
在
す
る
鳥
見
神

社
の
本
殿
の
多
く
は
、
江
戸
時
代

後
・
末
期
に
建
築
さ
れ
た
も
の
が

今
も
守
り
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
で
も
特
徴
的
な
本
殿
の

一
つ
に
、
市
指
定
文
化
財
で
あ
る

富
塚
鳥
見
神
社
本
殿
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
富
塚
の
鳥
見
神
社
は
大

正
2
年
発
行
の
『
千
葉
県
印
旛
郡

誌
』
に
よ
る
と
名
主
の
氏
神
を
村

の
鎮
守
と
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
慶

安
3
年
（
1
6
5
0
年
）
に
本
殿

を
新
築
し
た
際
の
棟む
な
ふ
だ札
が
今
も
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
本
殿
は

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

古
き
を
温
め
新
し
き
を
知
る

文
化
9
年
（
1
8
1
1
年
）
に
建

て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
大
工
は
神

々
廻
の
笠
井
杢
之
丞
、
木こ

び
き挽
は
富

塚
の
川
上
仁
左
衛
門
、
彫
工
は
茨

城
県
結
城
市
の
竹
田
重
三
郎
が
担

当
し
ま
し
た
。
現
在
の
屋
根
は
瓦

ぶ
き
で
す
が
当
初
は
か
や
ぶ
き
で

し
た
。
本
殿
の
構
造
は
一
間
社
流

造
、
身も

舎や

の
正
面
柱
間
寸
法
は
6

尺
2
分
（
1
8
2
・
4
㌢
㍍
）
で
、

市
内
で
は
比
較
的
大
き
な
も
の
で

す
。
建
物
は
ケ
ヤ
キ
の
素
し
ら
き
づ
く
り

木
造
で

建
物
全
体
が
彫
刻
で
飾
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
後
・
末

期
の
神
社
建
築
に
共
通
す
る
特
徴

で
す
。
身
舎
の
側
面
に
は
中
国
の

説
話
で
あ
る
二
十
四
孝
を
題
材
に

南
面
に
楊よ
う
こ
う香
、
西
面
に
唐と

う
ふ
じ
ん

夫
人
、

北
面
に
郭か
く
き
ょ巨
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

貴
重
な
庇
柱
の
龍

　

彫
刻
の
中
で
最
も
特
徴
的
な
の

はひ
さ
し
ば
し
ら

庇
柱
で
右
柱
に
昇
龍
、
左
柱
に

降
龍
が
柱
に
巻
き
つ
く
よ
う
に
一い

ち

木ぼ
く
か
ら
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
庇
柱

に
龍
を
彫
る
例
は
折
立
の
熊
野
神

社
の
ほ
か
県
内
で
も
数
例
し
か
な

い
も
の
で
、
富
塚
の
鳥
見
神
社
は

そ
の
中
で
も
最
古
級
の
事
例
と
し

て
貴
重
な
も
の
で
す
。

問　

文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

富塚鳥見神社本殿

庇柱の龍の彫刻

自己作品とともに　ハイ、ポーズ　

在宅介護支援センター
名称 電話番号 所在地 調査員氏名

冨士在宅介護支援
センター

（449）7005
船橋市高野台5―741―6（船橋
ケアセンター内）

堂込美代子、内藤陽子

在宅介護支援セン
ター菊華園

（492）8113
神々廻1030（特別養護老人ホ
ーム菊華園内）

岡本正子、菊池麻子、
佐藤麻里

中在宅介護支援セ
ンター

（492）8006 中172―3（ケアホーム白井内）吉田ひとみ、高柳真理

白井聖仁会 在宅介
護支援センター

（491）3122
池の上1―15―2（白井聖仁会
病院内）

虎井貴久子

介
護
保
険
認
定
調
査
員

を
募
集

　

市
で
は
介
護
の
知
識
を
幅
広
く
持

っ
た
介
護
保
険
認
定
調
査
員
を
募
集

し
ま
す
。

勤
務
開
始
日　

4
月
1
日
㈭

勤
務
日
時　

月
〜
金
曜
日
の
う
ち
2

〜
3
日
間　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

（
祝
日
を
除
く
）

対
象　

介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を

有
す
る
人
か
社
会
福
祉
士
な
ど
福
祉

の
国
家
資
格
を
有
す
る
人　

若
干
名

時
給　

1
、3
0
0
円（
交
通
費
あ
り
）

申
・
問　

3
月
1
日
㈪
ま
で
に
履
歴

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送

か
直
接
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
班

内
線
5
3
3
4
へ

も
う
す
ぐ
パ
パ
マ
マ
ク

ラ
ス
土
曜
日
コ
ー
ス

　

出
産
や
育
児
に
つ
い
て
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
平
日
忙
し
い
お
母
さ
ん

や
お
父
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時　

3
月
6
日
㈯　

午
後
1
時
〜

4
時
30
分

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

お
お
む
ね
妊
娠
6
か
ら
9
カ

月
ま
で
の
妊
婦
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

16
組
（
申
し
込
み
順
）

内
容　

妊
娠
･
出
産
に
つ
い
て
の
話
、

赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ
方
、
妊

婦
体
験
、
妊
産
婦
体
操

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用

具
、
体
操
の
で
き
る
服
装

申
・
問　

健
康
課
母
子
保
健
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
9
5
へ 

マ
タ
ニ
テ
ィ
＆
ベ
ビ
ー
サ

ロ
ン
・
い
っ
ぽ
い
っ
ぽ

　

妊
婦
さ
ん
と
生
後
6
カ
月
ま
で
の

赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
が
気
軽
に
立
ち
寄

れ
て
お
し
ゃ
べ
り
で
き
る
所
で
す
。

手
作
り
お
も
ち
ゃ
や
親
子
遊
び
の
紹

介
も
あ
り
ま
す
。
友
達
づ
く
り
に
来

ま
せ
ん
か
。

日
時　

3
月
3
日
㈬　

午
前
9
時
30

分
〜
11
時
30
分

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

妊
婦
さ
ん
と
生
後
6
カ
月
ま

で
の
親
子

問　

健
康
課
母
子
保
健
班
☎
（
4
9

7
）
3
4
9
5

　市では円滑な介護の援助を行うため65歳
以上の人を対象に「身体」「家族構成」など
の状態を家庭訪問をして調査しています。調
査は専門の知識を持った市内在宅介護支援
センターの職員が行い、費用負担はありま
せん。調査・相談内容は福祉目的以外には
使用されません。
　在宅介護支援センターではそのほか介護
についての電話相談も受け付けていますの
で気軽にご相談ください。
■問　高齢者福祉課高齢者支援班内線5331・2

高齢者実態調査にご協力ください
　両親学級や乳幼児健診に関わる
仕事をする助産師・保健師を募集
します。
勤務時間　午前8時30分～午後5時
15分（休憩1時間）
※勤務期間・日・時間は相談に応じます。
勤務場所　保健福祉センター
対象　助産師または保健師免許取得者　1人
時給　1,300円（通勤手当あり）
内容　母子手帳の交付や乳幼児健診などの母子保健
業務
■申・■問　履歴書に必要事項を記入の上、助産師また
は保健師免許の写しを添えて直接健康課母子保健班
☎（497）3495へ

臨時職員（助産師・保健師）を募集

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー



2010.2.155

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募

集
・

伝

言

板

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募

集
・

伝

言

板

　タイトルの上にある中などは次の場所
や申し込み・問い合わせ先を示しています。
中中央公民館・視聴覚ライブラリー
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
複西白井複合センター
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
社社会福祉協議会
〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5713
ボボランティアセンター
〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5716
シシルバー人材センター
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
※定期的に実施されている児童館事業など
は掲載されていないものもありますので、
児童館だより（各センターにあります）や
市ホームページをご覧ください。

公
テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
講
座

　

簡
単
で
か
わ
い
い
普
段
の
テ
ー
ブ

ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
や
大
好
き
な
人

へ
の
お
も
て
な
し
の
テ
ー
ブ
ル
コ
ー

デ
ィ
ネ
イ
ト
で
自
分
ら
し
さ
を
プ
ラ

ス
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

3
月
2
日
㈫　

午
前
10
時
〜

正
午

対
象　

一
般　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

申　

2
月
26
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

福
女
性
支
援
講
座
「
こ

れ
か
ら
も
輝
き
続
け
る

大
人
の
女
性
と
し
て
」

　

更
年
期
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

自
分
ら
し
く
乗
り
越
え
て
い
く
方
法

を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

日
程
・
内
容　

3
月
3
日
㈬
・
更
年

期
と
上
手
に
つ
き
合
う
暮
ら
し
方
、

6
日
㈯
・
今
一
番
新
し
い
骨
盤
低
筋

体
操
を
体
験
、
13
日
㈯
・
あ
の
血
流

マ
ッ
サ
ー
ジ
で
元
気
に
な
る
メ
イ
ク

術時
間　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

対
象　

プ
レ
更
年
期
・
更
年
期
の
40

歳
代
か
ら
50
歳
代
の
女
性　

30
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

無
料

申　

2
月
25
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

駅
手
作
り
ラ
ン
チ
パ
ー

テ
ィ
ー

　

花
や
ラ
ン
チ
グ
ッ
ズ
で
パ
ー
テ
ィ

ー
を
盛
り
上
げ
よ
う
。

日
時　

3
月
6
日
㈯　

午
前
10
時
〜

午
後
1
時

対
象　

小
学
生　

16
人
（
申
し
込
み

順
）

内
容　

ピ
タ
サ
ン
ド
・
デ
ザ
ー
ト
作

り
、
ゲ
ー
ム
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・

お
手
ふ
き
・
上
履
き

参
加
費　

5
0
0
円
（
材
料
代
）

申　

3
月
3
日
㈬
ま
で
に
参
加
費
を

持
参
の
上
、
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

シ
梨
栽
培
技
能
講
習
会

　

市
特
産
の
ナ
シ
栽
培
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
。

　

ナ
シ
栽
培
作
業
の
ポ
イ
ン
ト
を
学

び
、
ナ
シ
の
花は
な
め
て
き
じ
ょ

芽
摘
除
・
摘て

き
ら
い蕾
・
人

工
授
粉
・
摘て

き
か果
・
徒
長
枝
の
剪
定
な

ど
を
実
際
に
体
験
し
て
、
必
要
な
知

識
・
技
能
を
修
得
し
ま
す
。

日
時　

平
成
22
年
3
月
25
日
㈭
・
4

月
・
5
月
、
平
成
23
年
1
月
・
2
月

（
全
7
日
間
）　

午
前
10
時
〜
午
後

4
時

※
ナ
シ
は
気
象
条
件
に
よ
り
、
開
花

の
早
晩
が
あ
る
た
め
、
日
程
は
そ
の

都
度
連
絡
し
ま
す
。

場
所　

高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー
・

市
内
梨
業
組
合
員
樹
園
地

対
象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上　

20
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

講
師　

印
旛
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
職

員参
加
費　

無
料

申　

3
月
10
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

市民自治シンポジウム
時　間 内　容

午後1時30分
～ 2時50分

基調講演「新しい公共とは～市民
自治を深めよう～」
講師　福嶋浩彦前我孫子市長

午後2時55分
～ 3時10分

DVD上映「新しい働き方～協同労
働の紹介～」

午後3時10分
～ 40分

福嶋浩彦前我孫子市長と横山久雅
子白井市長対談「市民自治を考え
る～市民が作り出す豊かな公共～」

子

ど

も

高

齢

者

趣
味
・
教
養
・
学
習

　福福祉センター・
　　　　福祉作業所職員募集
　福祉センターの管理・運営、福祉作業
所の利用者支援を行う職員を募集します。
任期　平成22年4月1日～平成25年3月31日 
勤務日　週５日（福祉センター職員は土
曜日勤務のシフト制）
対象　次の2つの要件を満たす人　福祉セ
ンター１人、福祉作業所１人
●社会福祉主事または社会福祉士資格、
普通自動車免許の取得者
●短期大学卒業以上（新規卒業者を除
く）の23歳から35歳で、福祉に熱意があり、
パソコン経験のある人
給与　月給制（諸手当あり）
■申　3月1日㈪までに履歴書と「社会福祉
協議会の役割について」をテーマにした
作文（400字詰め原稿用紙2枚）を持参の上、
社会福祉協議会へ

　 公 市民自治シンポジウム　
日時　3月7日㈰　午後1時～
3時50分
場所　保健福祉センター
対象　一般　80人（先着順）
内容　下表のとおり

▲

福
嶋
浩
彦
前
我
孫
子
市
長

◆
大
山
口
あ
お
ぞ
ら
学
童
保
育
所
指

導
員
募
集

　

放
課
後
に
小
学
生
を
保
育
す
る
指

導
員
を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
日
時　

専
任
指
導
員　

週
5
日

補
助
指
導
員　

週
3
〜
4
日　

平
日

午
後
1
時
〜
7
時
（
4
〜
5
時
間
ぐ

ら
い
）
、
長
期
休
校
期　

午
前
8
時

〜
午
後
7
時
（
シ
フ
ト
制
）　

勤
務

場
所　

大
山
口
あ
お
ぞ
ら
学
童
保
育

所
（
大
山
口
小
学
校
敷
地
内
）　

対

象　

18
歳
以
上
の
健
康
な
人
（
保
育

士
・
教
員
資
格
な
ど
の
あ
る
人
を
優

先
）

申
・
問　

事
前
連
絡
が
必
要
な
た
め
、

大
山
口
あ
お
ぞ
ら
学
童
保
育
所
☎

（
4
9
1
）
2
3
6
4
（
平
日
正
午

〜
午
後
7
時
）
へ

◆
社
交
ダ
ン
ス
講
習
会

　

初
心
者
・
初
級
者
を
対
象
に
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。
未
経
験
者
も
歓

迎
で
す
。

【
Ｄ
･
Ａ
･
Ｄ
･
Ａ
舞
夢
白
井
】

日
時　

3
月
6
日
・
13
日
・
20
日
、

4
月
3
日
・
10
日
・
24
日
（
各
土
曜

日
）　

午
後
6
時
15
分
〜
7
時
15
分

【
Ｄ
･
Ａ
･
Ｄ
･
Ａ
舞
夢
Ｓ
Ｄ
Ｃ
】

日
時　

3
月
7
日
・
14
日
・
28
日
、

4
月
4
日
・
11
日
・
18
日
（
各
日
曜

日
）　

午
後
１
時
15
分
〜
2
時
15
分

場
所　

白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
（
3
月

7
日
は
冨
士
セ
ン
タ
ー
）　

参
加
費

3
、
0
0
0
円
（
全
6
回
）

問　

高
木
☎
（
4
9
2
）
3
7
6
0

◆
ソ
シ
ア
ル
白
井
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ダ

ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

　

ミ
ド
ル
Ａ
級
選
手
に
よ
る
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
会
員
の
ト
ラ
イ

ア
ル
、
ミ
キ
シ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。

日
時　

21
日
㈰　

午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分　

場
所　

冨
士
セ
ン
タ
ー

対
象　

一
般
（
自
由
参
加
）　

参
加

費　

3
0
0
円

問　

長
谷
川
☎
（
4
4
5
）
3
8
2

9◆
白
井
2
0
1
0
公
募
写
真
展
実
行

委
員
会
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

写
真
を
通
し
て
市
内
外
の
人
と
交

流
を
深
め
、
芸
術
文
化
の
進
展
と
魅

力
あ
る
街
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
公
募
写
真
展
を
開
催
し
ま

す
。
こ
の
写
真
展
の
作
品
募
集
、
応

募
写
真
の
管
理
・
展
示
・
案
内
な
ど

を
担
当
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま

す
。
写
真
の
経
験
は
不
要
で
す
。

日
程　

4
月
〜
11
月　

謝
礼　

な
し

※
活
動
に
伴
う
実
費
は
支
給
し
ま
す
。

申
・
問　

3
月
31
日
㈬
ま
で
に
市
商

工
会
公
募
写
真
展
事
務
局
☎
（
4
9

2
）
0
7
2
1
へ

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　

弁
護
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

日
時　

27
日
㈯　

午
後
1
時
〜
4
時

場
所　

千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー　

対
象　

一
般
（
予
約
不

要
）　

相
談
料　

無
料

問　

千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
共
聴
施
設
改
修
促
進
説
明
会

　

ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
集

合
住
宅
に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
、
近

所
の
建
物
な
ど
に
よ
る
障
害
の
た
め
、

共
同
ア
ン
テ
ナ
で
テ
レ
ビ
を
視
聴
し

て
い
る
皆
さ
ん
、
加
入
し
て
い
る
共

同
ア
ン
テ
ナ
受
信
施
設
は
地
デ
ジ

（
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
）
対
応
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。
せ
っ
か
く
地
デ

ジ
の
テ
レ
ビ
を
購
入
し
て
も
、
共
同

ア
ン
テ
ナ
な
ど
が
地
デ
ジ
に
対
応
し

て
い
な
い
た
め
、
視
聴
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
地
デ
ジ
を
視
聴
す

る
に
は
ど
う
い
っ
た
対
応
が
必
要
な

の
か
、
誰
に
相
談
す
れ
ば
い
い
の
か

な
ど
の
悩
み
を
解
決
す
る
た
め
、
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
場
所
・
対
象　

3
月
5
日
㈮

午
前
10
時
30
分
〜
、
午
後
2
時
〜
・

森
の
ホ
ー
ル
21
（
松
戸
市
）
・
一
般

各
70
人
（
先
着
順
）
、
3
月
12
日
㈮

午
前
10
時
30
分
〜
、
午
後
2
時
〜
・

市
川
市
文
化
会
館
・
一
般　

各
65
人

（
先
着
順
）

問　

総
務
省
関
東
総
合
通
信
局
デ
ジ

タ
ル
放
送
受
信
者
支
援
室
☎
0
3

（
6
2
3
8
）
1
7
2
1

◆
交
通
事
故
無
料
相
談

　

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
や
任

意
自
動
車
保
険
の
請
求
な
ど
の
相
談

を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

電
話
相
談
日
時　

毎
週
月
〜
金
曜
日

午
前
9
時
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
5

時　

弁
護
士
相
談
（
面
談
）
日
時

毎
月
第
1
〜
3
水
曜
日　

午
後
1
時

〜
4
時
（
要
予
約
申
し
込
み
）

申
・
問　

㈳
日
本
損
害
保
険
協
会
千

葉
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
0
4
3
（
2
8
4
）
7
9
5
5
へ

◆
習
字
サ
ー
ク
ル

　

の
し
袋
や
芳
名
録
の
名
前
、
年
賀

状
・
贈
答
の
礼
状
を
書
い
て
み
ま
せ

ん
か
。
基
礎
か
ら
実
用
、
師
範
免
許

の
取
得
ま
で
学
べ
ま
す
。

日
時　

毎
月
第
2
・
4
金
曜
日　

午

後
2
時
〜
4
時　

場
所　

白
井
駅
前

セ
ン
タ
ー　

月
会
費　

3
、
0
0
0

円問　

佐
々
木
☎
（
4
9
1
）
0
6
9

5◆
拳
正
道
空
手

　

男
女
を
問
わ
ず
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
安
心
し
て
で
き
る
武
道
で
す
。

護
身
術
も
教
え
ま
す
。
無
料
体
験
も

で
き
ま
す
。

日
時　

毎
週
日
曜
日　

午
後
7
時
〜

9
時　

場
所　

白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

対
象　

4
歳
〜
70
歳
ぐ
ら
い　

講
師

中
村
善
一　

月
会
費　

3
、
0
0
0

円問　

中
村
☎
0
9
0
（
3
5
3
8
）

1
1
1
0

◆
白
井
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
「
レ
オ
タ
ー

ド
」

　

心
と
体
の
健
康
の
た
め
に
ジ
ャ
ズ

ダ
ン
ス
を
し
ま
せ
ん
か
。
現
在
30
歳

か
ら
60
歳
ぐ
ら
い
の
人
が
集
ま
り
、

楽
し
い
音
楽
に
合
わ
せ
て
レ
ッ
ス
ン

を
し
て
い
ま
す
。
働
き
な
が
ら
で
も

で
き
ま
す
。
3
月
、
4
月
に
体
験
レ

ッ
ス
ン
を
行
い
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
人
は
ま
ず
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
木
曜
日　

午
後
7
時
10

分
〜
8
時
45
分　

場
所　

西
白
井
複

合
セ
ン
タ
ー

問　

橘
☎
（
4
9
1
）
4
7
1
9

◆
大
正
琴
サ
ー
ク
ル
「
水
陽
会
」

　

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
美
し
い

音
色
を
か
も
し
だ
す
大
正
琴
で
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

3
月
2
日
㈫
に
は
無
料
体
験
を
行
い

ま
す
。

日
時　

毎
週
水
曜
日　

午
後
1
時
〜

3
時　

場
所　

西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

※
2
月
21
日
㈰
の
午
前
10
時
30
分
か

ら
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
で

演
奏
発
表
を
し
ま
す
。

問　

内
海
☎
（
4
9
7
）
2
3
4
7

消防署からのお知らせ
　火災などの発生件数（12月31日現在）
火　災 救　急 救　助

12
月
の
件
数

今
年
の
累
計

昨
年
と
の
比
較

12
月
の
件
数

今
年
の
累
計

昨
年
と
の
比
較

12
月
の
件
数

今
年
の
累
計

昨
年
と
の
比
較

1
件

23
件

1
件
188
件
1,980
件

▲56
件

1
件

23
件
▲2
件

※▲はマイナスを示します。

花芽をじっくり観察　
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　1日夜に降り始めた雪は関
東地方の平野部でこの冬初め
ての積雪を記録しました。
　市内でも朝方まで降り続い
た雪があちらこちらに残って
いましたが、毎年清水口調整
池に飛来しているハクチョウ
は寒さに負けず活動していま
した。
　ハクチョウは 2月 2 日現在
オオハクチョウの成鳥 18 羽と幼鳥 2羽、コハクチョウの成鳥も 1羽
確認されています。
　今年は例年に比べてハクチョウの飛来数が増えているため、池は大
変なにぎわいを見せていました。

あ
め
横
に
正
月
用
の
鮪
買
い

意
地
一
徹
愚
痴
も
云
う
ま
じ
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ

美
し
き
魔
界
が
潜
む
冬
の
富
士

枯
木
立
目
覚
め
待
つ
日
の
安
ら
か
さ

寒
苺
熟
れ
て
地
肌
を
潤
を
ひ
ぬ

元
旦
や
朝
か
ら
天
気
健
や
か
に

来
し
方
は
引
き
出
し
に
入
れ
除
夜
の
鐘

里
山
の
塵
を
集
め
て
春
の
雲

三
界
に
家
な
き
女ひ
と

に
除
夜
の
鐘

せ
せ
ら
ぎ
の
小
守
唄
き
く
い
ぬ
ふ
ぐ
り

ド
ク
タ
ー
の
パ
ソ
コ
ン
打
つ
手
と
う
い
春

七
草
の
粥
に
秘
め
た
る
吾
が
心

何
は
あ
れ
生
き
る
自
信
の
新
年
会

成
田
様
白
井
の
里
か
ら
手
を
あ
わ
せ

残
さ
る
る
余
生
は
知
ら
ず
鳥と
ぶ
さ
ま
つ

総
松

鳩
肥
え
て
子
も
着
ぶ
く
れ
て
浅
草
寺

浜
に
立
ち
幸
せ
な
今
初
日
か
な

春
風
や
米
寿
目
ざ
し
て
丘
に
立
つ

懐
に
去こ

ぞ年
今
年
遊
ぶ
絆
か
な

冬
う
ら
ら
帰
り
を
急
ぐ
影
ふ
た
つ

窓
の
外
雨
に
打
た
る
る
冬
紅
葉

夢
持
て
ば
老
い
の
来
ぬ
な
り
初
明
り

駅
前
に
像
の
〈
両
さ
ん
〉
右
手
上
ぐ

　
　
　

ハ
チ
ャ
メ
チ
ャ
警
官
な
れ
ど
好
ま
し

喜
寿
の
歳
青
春
の
雲
想
い
出
の

　
　
　

七
つ
の
洋
は
吾
が
ふ
る
さ
と

凍
る
月
し
ば
れ
る
家
路
の
風
呂
帰
り

　
　
　

ふ
や
け
た
小
指
母
に
か
ら
ま
せ

去
年
の
夏
逝
き
に
し
友
の
賀
状
あ
り

　
　
　

そ
の
文
字
に
ふ
れ
偲
ぶ
年
の
瀬

清こ

の水
池
は
弾
じ
か
れ
鳥
が
寄
る
ら
し
て

　
　
　
「
白
鳥
の
母
」
達は

愛
も
て
笑
ふ

遠
く
よ
り
「
声
聞
き
た
く
て
」
と
Ｔ
Ｅ
Ｌ
呉
る
る

　
　
　

五
十
有
余
年
友
で
あ
り
し
よ

長
生
き
を
す
べ
く
白
き
杖
に
散
歩
せ
り

　
　
　

今
朝
も
寒
気
と
た
た
か
い
な
が
ら

バ
ス
ケ
部
の
部
長
な
す
と
ふ
女
の
孫
の

　
　
　

手
の
平
固
き
小
六
に
し
て

氷
雨
降
る
山
の
あ
た
り
の
雪
便
り

　
　
　

記
憶
の
な
か
の
古
里
も
雪

ベ
ラ
ン
ダ
の
窓
の
陽
に
置
く
シ
ク
ラ
メ
ン

　
　
　

数
増
す
花
の
朝
々
た
の
し

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
自
由
な
投
稿
に
よ
り
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
選
者
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

　このコーナーで紹介する皆さんの身
近な話題をお寄せください。
申・問　秘書課広報広聴班　内線3373へ
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〰
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〰
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〰
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〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

しろい
人形劇まつり
　実行委員会

　大勢の子どもや大人が人形劇やおはな
しの世界に触れ、心温かく豊かになれる
機会をつくれたらと2年前に発足しました。
　昨年に続き、今年も3月20日㈯に「しろ
い人形劇まつり」を開催します。
　午前は文化センター中ホールで「とも
だちはブブとトト」を上演します。お魚
とブタが友達になるというほんわかとし
たとても楽しい内容です。午後は保健福
祉センターで人形劇をはじめ、よみきか
せやコンサート、工作、子育て支援団体
の展示を予定しています。
　今回は市内外の人形劇団、おはなし会、
小学校でよみきかせをしている方々にも
出演していただき、地域での輪をさらに
広げていきたいと思っています。
　おはなしの好きな人、観るのが好きな
人、演ずる人、いろいろな人が集まって
準備を進めていますので、一緒におまつ
りをつくっていきませんか。当日のスタッ
フも募集しています。
　新井☎（491）3595■問

大
松　
　
　

川
又　

勝
彦

大
松　
　
　

織
本　

泰
子

冨
士　
　
　

染
谷　

英
人

根　
　
　
　

阿
久
津
幸
子

大
松　
　
　

寺
尾　

春
雪

根　
　
　
　

乾　

た
か
子

冨
士      

小
澤
喜
美
子

桜
台　
　
　

土
山　

勝
實

神
々
廻　
　

田
中
八
代
い

神
々
廻　
　

斎
藤
と
み
子

根　
　
　
　

押
田
み
よ
女

清
水
口　
　

下
村　

紀
子

冨
士　
　
　

柳
沢　
　

純

神
々
廻　
　

高
橋
勲
次
郎

堀
込　
　
　

大
屋　

キ
ヌ

大
山
口　
　

寺
内
ひ
ろ
し

堀
込　
　
　

山
川　

純
子

堀
込　
　
　

渡
辺　

岩
夫

西
白
井　
　

山
本　

幸
恵

池
の
上　

　

斉
藤　

多
美

大
山
口　
　

上
坂　

千
昭

池
の
上　
　

大
橋　
　

茂

冨
士　
　
　

望
月　

玲
子

清
水
口　
　

直
木
七
十
七

七
次
台　
　

松
井　

寛
紅

根　
　
　
　

印
南　

満
子

清
水
口　
　

柴
垣　

正
徳

池
の
上　
　

関
根　

千
浪

堀
込　
　
　

川
崎　

薫

冨
士　
　
　

村
上
し
ず
子

堀
込　
　
　

名
越
た
て
み

桜
台　
　
　

米
井　

詩
織

水面に映えるハクチョウたち

　市役所にあるこの木は「ドラセナ」とい
う観葉植物で、「幸福の木」とも呼ばれて
います。
　花を咲かせることはとても珍しいと言わ
れており、長く育ててもなかなか花を見る
ことはできないそうです。
　このドラセナは職員が育て始めてから
10 年がたち、昨年の年末から今年にかけ
て初めて見事な花を咲かせました。
　花は 1月に枯れてしまいましたが、花が
咲いたときは甘く強い香りを出し、周りが
その香りでいっぱいになりました。またこ

の花を日中に窓際へ置くと、まるでヒマワリのように太陽の方向へ花
の向きを変えていました。

見事な花が咲いたドラセナの木

 子どもたちが演じる影絵

「
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
ラ
イ
フ
」　　
　

―
私
も
元
気
、
み
ん
な
も
元
気
―

　

今
回
は
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
の

声
を
お
伝
え
し
ま
す
。

■
会
員
の
声
①

　

ク
ラ
ブ
は
楽
し
い
よ
と
言
わ
れ
、

半
信
半
疑
で
筋
ト
レ
を
体
験
し
て
み

ま
し
た
。
運
動
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は

苦
し
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

み
ん
な
楽
し
そ
う
に
し
て
い
る
の
で

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
話

を
聞
い
て
納
得
し
ま
し
た
が
、
知
ら

な
い
人
同
士
で
も
す
ぐ
に
友
達
に
な

れ
る
の
で
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く

過
ご
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
引

き
こ
も
り
が
ち
で
し
た
が
、
今
で
は

新
し
い
仲
間
も
で
き
、
ク
ラ
ブ
で
運

動
や
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

■
会
員
の
声
②

　

膝
の
け
が
で
歩
行
が
困
難
と
な
り
、

外
出
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
で
し
た

が
「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
参
加
は
運

動
が
苦
手
で
も
O
K
だ
よ
。
指
導
者

の
人
が
ち
ゃ
ん
と
対
応
し
て
く
れ
る

よ
」
と
言
わ
れ
て
筋
ト
レ
教
室
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
お
か
げ
で
今
で
は

杖
な
し
で
歩
け
る
し
自
転
車
に
も
乗

れ
、
電
車
に
乗
っ
て
外
出
も
楽
し
め

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

■
会
員
の
声
③

　

小
学
4
年
生
の
娘
と
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
教
室
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
親
子

で
一
緒
に
運
動
を
す
る
こ
と
で
会
話

が
多
く
な
り
、
新
た
な
子
ど
も
の
一

面
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
子
ど
も
が
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
通

し
て
他
の
家
族
や
高
齢
者
の
人
た
ち

と
も
交
流
で
き
る
の
で
、
子
ど
も
の

成
長
が
違
っ
て
見
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に

は
会
員
で
あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
で
き

る
種
目
が
多
数
用
意
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
自
分
に
合
っ
た
種
目
を
見
つ

け
た
り
全
種
目
参
加
し
た
り
、
楽
し

み
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
選
べ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
健
康
で
楽
し
く
日
常
を

送
れ
る
よ
う
、
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

問　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
4
、
桜
台
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
（
桜
台
中
学
校
区
）
会
長
☎
（

4
9
1
）
7
7
5
7
、
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
み
な
み
（
南
山
中
学
校

区
）
会
長
☎
（
4
9
1
）
8
7
0
4
、

O
N
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
大
山
口
・

七
次
台
中
学
校
区
）
会
長
☎
（
4
9

1
）
5
2
3
6

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ン
ク
集
か

ら
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

地
域
で
つ
く
る

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

い
つ
で
も

誰
で
も

気
軽
に

11

幸福の木に花が咲きました

 雪の残る池で戯れるオオハクチョウたち

会員の皆さん（しろい七福神ウオーキング）

み ん な の ひ ろ ば


